
模擬患者演習では、バイタルサイン
測定とコミュニケーションを通しての
情報収集を実施しました。私自身の看護技術
とコミュニケーション力を再確認し、課題が
何かを見つけるきっかけとなりました。そし
て、実際に援助を実施する難しさ、模擬患者
さんとのコミュニケーションをとる重要性を
感じることができました。

模擬患者さんの前で援助を行うことで、い
つも以上に緊張感を持ち、実習を想定した学
びができました。

実習では、今まで学んだことを活かして、
患者にとって何が必要か考え、自分から行動
できるように臨みたいです。

1年 齋賀 美侑
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